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江
戸
期
の
納
屋
を
移
築
復
元

－
土
支
田
農
業
公
園
－

こ
の
度
、
江
戸
末
期
の
納
屋
が
土
支
田
農
業
公
園

内
に
移
築
復
元
さ
れ
ま
し
た
。
元
は
大
泉
一
丁
目
の

見
留
家
（
現
榊
原
家
）
に
伝
存
し
て
い
た
茅
葦
屋
根

の
建
物
で
し
た
。
寄
棟
造
で
基
礎
は
玉
石
の
上
に
土

文
化
財
資
料
新
刊
頒
布
中

新
し
く
刊
行
し
た
文
化
財
に
関
す
る
左
記
資

料
を
6
月
1
日
よ
り
頒
布
し
て
い
ま
す
。
頒
布

窓
口
は
、
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
・
郷
土
資

料
室
・
情
報
公
開
室
で
す
。
ま
た
、
各
図
書
館

で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◎
練
馬
を
往
く
改
訂
版
（
4

3
0
円
）

0

◎
練
馬
の
石
造
物
　
寺
院
編
そ
の
一
（
3
0
円
）

◎
小
島
家
文
書
（
8
0
円
）

6

◎
比
丘
尼
橋
遺
跡
B
地
点
調
査
報
告
書

（190円）

▲⑧農具・民具の展示

台
を
巡
ら
せ
、
外
壁
は
土
壁
（
木
舞
二
部
板
張
り

の
建
物
で
す
。
建
築
様
式
か
ら
江
戸
末
期
に
建
て
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
、
都
内
で
も
貴
重
な
建
物
で
す
。

納
屋
内
に
は
、
江
戸
末
～
昭
和
の
初
め
頃
ま
で
使

わ
れ
て
い
た
農
具
、
民
具
が
展
示
し
て
あ
り
、
今
で

は
見
る
こ
と
の
出
来
な
く
な
っ
た
か
つ
て
の
農
業
の

姿
を
偲
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
す
。

（
土
支
田
農
業
公
園
）

△
所
在
地
練
馬
区
土
支
田
3
－
3

4
－
26

△
電
話
（
5
3
8
7
）
8
9
3
1

△
納
屋
開
放
時
間
9
時
3
0
分
～
1
6
時
3
0
分

△
休
園
日
毎
週
火
曜
日
・
年
末
年
始
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（
経
路
と
主
な
路
傍
の
石
造
物
）

練
馬
区
の
ほ
ぼ
中
央
を
北
西
か
ら
南
東
に
貫
通
し

て
い
た
「
清
戸
道
」
は
、
江
戸
と
練
馬
の
村
々
を
結

ぶ
交
通
路
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
た
。
今

日
、
一
部
新
目
白
通
り
に
併
合
さ
れ
、
千
川
通
り
と

重
な
る
部
分
で
は
千
川
上
水
が
暗
渠
と
な
る
な
ど
、

景
観
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
昔

の
経
路
は
何
ら
か
の
形
で
今
に
残
さ
れ
て
い
る
。
あ

ら
ま
し
を
図
に
記
し
て
み
た
。
（
下
図
参
照
）

東
か
ら
西
に
向
か
う
と
す
れ
ば
、
そ
の
起
点
は
文

京
区
内
の
神
田
川
に
架
か
る
江
戸
川
橋
の
北
詰
め
と

な
る
。
こ
こ
か
ら
西
に
長
い
上
り
坂
が
あ
り
、
こ
れ

が
有
名
な
目
白
坂
。
肥
桶
を
積
ん
だ
荷
車
を
押
し
上

げ
る
な
ど
を
商
売
と
し
た
「
立
ち
ん
ぼ
う
」
と
い
う

人
た
ち
が
い
た
と
こ
ろ
と
か
。

豊
島
区
か
ら
練
馬
区
に
さ
し
か
か
る
あ
た
り
で
、

昭
和
三
十
年
代
に
暗
渠
と
な
っ
た
千
川
上
水
に
沿
っ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
先
を
千
川
通
り
と
称
し
て

い
る
。
豊
玉
北
六
丁
目
交
差
点
で
千
川
通
り
と
別
れ
、

以
後
円
光
院
の
西
方
ま
で
、
だ
い
た
い
新
目
白
通
り

に
併
合
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
先
で
北
に
別
れ
谷
墜
父

差
点
に
出
る
。
こ
こ
か
ら
西
は
大
泉
小
学
校
ま
で
ほ

ぼ
一
直
線
に
延
び
、
通
称
「
大
泉
街
道
」
と
も
呼
ば

れ
て
い
る
。

四
面
塔
稲
荷
先
で
道
は
二
又
に
別
れ
、
以
前
こ
の

角
に
「
四
面
塔
」
の
地
名
の
発
祥
と
も
い
わ
れ
る
題

目
塔
が
憩
っ
て
い
た
。
こ
の
北
に
別
れ
る
道
も
ま
た

清
戸
道
の
一
本
と
も
見
ら
れ
て
い
る
。

終
点
の
清
瀬
市
元
町
一
－
九
の
志
木
街
道
と
交
じ

わ
る
角
に
は
、
庚
申
塔
や
馬
頭
観
音
な
ど
多
く
の
石

塔
が
並
ん
で
い
る
。

以
下
、
沿
道
の
主
な
石
造
物
を
列
記
し
て
み
る
。

（
　
）
内
は
刻
年
次
を
西
暦
で
記
し
た
。

①
子
育
地
蔵
（
一
七
一
〇
）
、
南
長
崎
ニ
ー
三
、

②
千
川
子
育
稲
荷
、
元
は
千
川
上
水
土
堤
に
祀
ら
れ

て
い
た
が
、
現
在
は
練
馬
区
旭
丘
一
－
三
七
、
③
千

川
地
蔵
、
元
千
川
上
水
か
ら
拾
い
上
げ
ら
れ
た
と
い

う
。
現
在
は
能
満
寺
内
、
④
千
川
堤
植
桜
楓
碑
二

九
一
五
）
、
元
は
江
古
田
駅
南
側
、
通
称
二
又
に
あ

っ
た
。
現
在
は
江
古
田
浅
間
神
社
内
、
⑤
橋
供
養
正

観
世
音
二
七
七
四
）
、
元
豊
玉
北
五
－
一
筋
違
橋

脇
に
あ
っ
た
。
現
在
は
東
神
社
内
、
⑥
向
山
・
庚
申

塔
二
七
〇
九
）
、
向
山
丁
三
二
〇
、
⑦
宮
田
橋
・

庚
申
塔
（
一
七
一
五
）
、
高
松
ニ
ー
三
、
⑧
宮
田
橋
敷

石
供
養
塔
二
八
〇
七
）
、
同
右
、
⑨
高
松
墓
地
・
庚

牒
塔
三）、
L
九
、
地
蔵
二）、

二
七
三

高
松
三

⑲
同
・

（
一
八
〇

同
右
、

⑪
高
松
・
庚
申

塔
二
六
九
八
）

高
松
三
－
一
二
、

⑫
高
松
・
延
命

地
蔵
二
七
六

七
）
、
高
松
三

－
一
三
、
⑬
下

石
神
井
馬
頭
観

世
音
二
八
八

四
）
、
石
神
井

町
四
1
一
九
1

一
三
、
⑭
庚
申

灯
籠
二
八
〇

三
）
、
三
原
台

一
－
二
八
、
⑮

六
十
六
部
供
養

塔
二
七
六
〇
）

同
右
、
⑲
北
田

中
・
庚
申
塔
（

一
七
六
二
、

同
右
、
⑫
馬
頭

十
一
面
観
世
音

－2－
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（
一
八
二
六
）
、
東
久
留
米
市
金
山
町
一
－
一
四
、

⑬
庚
申
塔
二
七
二
五
）
、
馬
頭
観
世
音
（
一
七
八

二
）
他
多
数
、
清
瀬
市
元
町
一
－
九

八
清
戸
道
あ
れ
こ
れ
）

そ
の
名
が
示
す
よ
う
に
、
こ
の
道
は
清
瀬
市
内
の

志
木
街
道
に
沿
う
清
戸
地
域
（
上
・
中
・
下
と
あ
る
）

を
目
ぎ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
、
こ
の
地

方
に
尾
張
徳
川
家
の
鷹
場
（
狩
場
）
御
殿
が
で
き
（

延
宝
四
年
上
六
七
六
）
、
そ
の
時
江
戸
と
の
往
来

に
利
用
さ
れ
た
と
の
説
が
あ
り
、
『
高
田
町
史
』
と

い
う
本
に
は
延
宝
年
中
の
検
地
の
際
に
設
け
ら
れ
た
、

〓
¶
≠
ル
〓
¶
≠
聖
■
¶
≠
生
－
¶
≠
山
〓
¶
≠
軋
〓
¶
≠
山
；
¶
≠
山
〓
¶
≠
虹
－
■
¶
≠
山
〓
¶
‖
㌦
山
〓
¶
≠
山
；
¶
≠
山
〓
¶
≠
ル
〓
¶
廿
日
山
〓
¶
竹
山
〓
¶
出
〓
¶
㌦
山
〓
F
‖

と
記
し
て
い
る
。

と
も
か
く
、
そ
の
後
は
村
の
産
物
を
江
戸
に
輸
送

す
る
産
業
の
道
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。

練
馬
の
村
々
か
ら
は
有
名
な
練
馬
大
根
の
タ
ク
ア
ン

漬
け
は
も
ち
ろ
ん
、
近
代
に
は
読
莱
類
を
荷
車
や
牛

車
、
馬
車
な
ど
で
東
京
の
市
場
に
運
ん
で
い
る
。
加

え
て
円
光
院
や
長
命
寺
、
さ
ら
に
妙
福
寺
な
ど
へ
の

信
仰
の
道
と
し
て
も
利
用
さ
れ
、
江
戸
時
代
の
文
人

の
紀
行
文
に
も
登
場
す
る
。

こ
の
道
を
明
確
に
「
清
戸
道
」
と
記
し
た
最
初
の

文
献
は
明
治
九
年
の
『
東
京
府
管
内
統
計
表
』
で
は

▲⑭三原台1－28灯籠

郷土資料室収蔵品シリーズ　第16回

練
馬
で
は
、
大
正
の
頃
ま
で
、
木
綿
の
糸
や
自
家

産
の
絹
糸
で
、
着
物
や
帯
な
ど
を
織
っ
て
い
る
家
が

多
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
「
古
老
聞
書
」
に
も

「
大
正
十
年
頃
ま
で
チ
ャ
ン
パ
タ
、
チ
ャ
ン
パ
タ
と

書
を
た
て
な
が
ら
機
を
織
っ
て
い
た
」
と
書
か
れ
て

い
る
。
高
機
は
地
機
に
対
し
て
、
高
く
腰
掛
け
る
の
で
つ

け
ら
れ
た
名
前
で
あ
る
。
地
機
よ
り
改
良
さ
れ
て
お

り
、
踏
み
木
を
交
互
に
踏
む
と
、
た
て
糸
が
上
下
に

開
い
て
、
よ
こ
糸
を
入
れ
る
道
を
つ
く
る
。

高
機
を
組
み
立
て
て
あ
る
材
料
は
、
建
築
用
の
敷

居
、
ぬ
き
、
た
る
き
等
と
同
じ
寸
法
の
も
の
が
使
用

さ
れ
て
い
る
。
材
料
が
得
や
す
く
、
素
人
で
も
、
簡

単
な
修
理
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

庶
民
の
知
恵
で
あ
る
。

1

㌔細膵ゞヨl川㌔さjllF一声∃HF㌔jl

な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。
表
中
に
「
清
戸
道
」
の
欄

が
あ
り
、
下
に
「
上
土
支
田
村
（
現
・
東
大
泉
）
」

と
記
し
て
い
る
。
そ
の
以
前
に
は
「
川
越
道
中
」
ぁ

る
い
は
「
目
白
台
通
り
」
　
「
目
白
坂
通
」
　
「
嵐
山
通

り
」
な
ど
と
記
し
た
も
の
が
あ
る
。
も
っ
と
も
今
で

も
清
瀬
の
方
で
は
「
川
越
道
」
と
呼
ぶ
人
が
あ
っ
た

り
、
「
所
沢
道
」
ぁ
る
い
は
「
高
田
道
」
さ
ら
に
「

高
田
－
松
井
線
（
戦
前
の
通
称
）
」
と
呼
ぶ
人
も
あ

る
。
松
井
は
今
の
所
沢
市
上
・
下
安
松
の
地
だ
。

一
方
江
戸
時
代
に
「
清
戸
道
」
と
呼
ば
れ
た
道
は

別
に
あ
り
、
そ
の
一
本
は
新
座
市
栗
原
か
ら
保
谷
市

内
を
南
東
に
抜
け
て
練
馬
区
関
町
北
に
至
り
、
本
立

寺
の
前
を
通
っ
て
武
蔵
関
駅
東
側
の
踏
み
切
り
か
ら

青
梅
街
道
に
達
す
る
道
で
、
保
谷
市
の
古
老
は
今
で

も
こ
れ
を
「
清
戸
道
」
と
言
っ
て
い
る
。

ま
た
、
実
際
、
保
谷
市
か
ら
西
側
、
東
久
留
米
、

清
瀬
の
人
た
ち
は
こ
の
道
を
多
く
利
用
し
、
青
梅
街

道
経
由
で
東
京
の
市
場
へ
野
菜
を
運
ん
で
い
る
。
練

馬
区
内
で
も
、
関
町
地
域
の
人
は
こ
れ
に
準
じ
て
い

た
の
で
あ
る
。

3
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毎
年
八
月
七
日
、
練
馬
区
内
の
農
家
で
は
月
送
り

の
七
夕
ま
つ
り
に
、
イ
ネ
科
多
年
生
草
本
の
茅
（
チ

ガ
ヤ
）
で
、
高
さ
四
〇
セ
ン
チ
、
全
長
五
〇
セ
ン
チ

ぐ
ら
い
の
、
頸
を
真
っ
直
ぐ
に
上
に
立
て
た
雄
と
、

頸
を
水
平
に
し
た
雌
の
馬
を
作
る
。
色
た
ん
ぎ
く
を

つ
け
た
笹
竹
二
本
の
間
に
、
こ
れ
も
チ
ガ
ヤ
で
作
っ

た
綱
を
渡
し
、
そ
こ
に
馬
を
向
か
い
合
わ
せ
に
し
て

つ
る
す
。
そ
の
下
に
目
寵
を
伏
せ
、
そ
れ
に
果
物
な

ど
を
乗
せ
た
供
え
物
を
飾
る
の
で
あ
る
。

も
と
も
と
七
夕
は
、
五
穀
豊
穣
を
お
祈
り
す
る
ま

つ
り
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
ち
が
や
の
馬
は
、
田
の

神
の
乗
馬
と
し
て
さ
し
上
げ
、
田
を
見
廻
っ
て
い
た

だ
こ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
ち
が
や
馬
が
田
の

神
の
乗
り
物
な
ら
、
雄
雌
に
分
け
る
必
要
は
な
い
筈

だ
が
、
む
か
し
か
ら
農
作
物
の
増
産
に
む
す
び
つ
け

て
家
内
安
全
と
子
孫
繁
栄
も
一
緒
に
お
祈
り
し
よ
う

と
い
う
の
が
習
慣
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
い
ま
は
、
単

に
七
夕
行
事
の
一
環
と
し
て
続
け
ら
れ
て
い
る
が
、

肝
心
の
こ
の
馬
を
作
れ
る
人
も
少
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
。土
地
の
古
い
人
た
ち
は
、
こ
の
馬
を
「
チ
ャ
ガ
馬
」

と
呼
ん
で
い
る
こ
と
が
気
に
か
か
る
。
「
ち
が
や
馬
」

よ
り
な
め
ら
か
に
い
え
る
の
で
、
転
化
し
た
と
い
う

こ
と
だ
が
、
茅
（
チ
ガ
ヤ
）
で
作
っ
た
馬
な
の
で
あ

る
か
ら
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
、
「
ち
が
や
馬
」
と
呼

ぶ
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
お
、
現
在
ま
で
「
ち
が
や
馬
飾
り
」
の
無
形
民

俗
文
化
財
保
持
者
と
し
て
、
練
馬
区
に
登
録
さ
れ
た

人
は
、
次
の
方
々
で
あ
る
。

◎
内
田
安
太
郎
氏
（
北
町
一
－
四
五
－
八
）

◎
内
田
　
和
助
氏
（
北
町
一
－
二
二
1
九
）

◎
加
藤
　
義
雄
氏
（
東
大
泉
五
－
四
〇
⊥
≡
）

◎
山
口
　
勝
男
氏
（
北
町
一
－
二
四
1
八
）
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法
事
や
お
彼
岸
な
ど
先
祖
ま
つ
り
で
は
、
お
寺
や

お
墓
と
い
う
聖
域
に
入
っ
て
、
手
を
合
わ
せ
、
心
を

と
と
の
え
る
と
、
あ
ち
ら
の
世
界
の
ご
先
祖
さ
ま
と

対
面
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
お
盆
の
三
日
間
は
あ
ち

ら
の
世
界
か
ら
こ
ち
ら
の
家
に
出
て
来
て
も
ら
い
、

私
た
ち
は
、
「
お
か
え
り
な
さ
い
」
と
お
迎
え
し
ま

す
。
家
に
帰
っ
て
き
た
ご
先
祖
さ
ま
の
た
め
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
家
で
は
特
に
精
霊
棚
を
作
り
ま
す
（
ビ
デ

オ
ね
り
ま
恥
5
3
参
照
）
。
お
座
敷
の
か
わ
り
に
真
菰
を

敷
い
て
、
お
位
牌
も
仏
壇
か
ら
出
て
来
て
も
ら
い
、

季
節
の
品
を
供
え
ま
す
。

し
か
し
、
ご
先
祖
さ
ま
だ
け
を
も
て
な
す
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
今
、
私
た
ち
が
こ
こ
に
あ
る
の
は
、

先
祖
－
子
孫
と
い
う
「
タ
テ
」
の
つ
な
が
り
だ
け
で

な
く
、
多
く
の
生
き
も
の
の
犠
牲
と
い
う
「
ヨ
コ
」

の
つ
な
が
り
の
お
か
げ
で
も
あ
る
の
で
す
。
お
盆
で

は
そ
の
「
ヨ
コ
の
お
か
げ
さ
ま
」
を
代
表
し
て
、
餓

鬼
に
も
ほ
ど
こ
し
を
し
ま
す
。
だ
か
ら
精
霊
棚
の
灯

明
は
、
餓
鬼
に
ま
ぶ
し
く
な
い
「
鬼
灯
」
を
便
う
ん

で
す
。
ほ
お
ず
き
・
い
な
ほ
・
な
す
・
き
ゅ
う
り
を

つ
る
す
縄
は
「
チ
ガ
ヤ
」
を
縄
に
な
っ
て
使
い
ま
す
。

お
盆
の
一
日
目
の
迎
え
火
は
墓
地
の
入
口
で
「
オ

ガ
ラ
」
　
（
ア
サ
の
皮
を
は
い
だ
あ
と
の
茎
）
を
燃
や

し
ま
す
。
ご
先
祖
さ
ま
へ
精
霊
）
だ
け
で
な
く
、
先

立
っ
た
子
供
た
ち
も
父
母
の
い
る
家
に
帰
省
し
ま
す
。

ご
先
祖
さ
ま
と
緑
あ
る
者
が
和
気
あ
い
あ
い
。
町
中

が
に
ぎ
や
か
に
な
っ
て
、
盆
お
ど
り
な
ど
し
て
、
三

日
間
「
お
も
て
な
し
」
し
ま
す
。
三
日
間
の
お
も
て

な
し
が
す
む
と
、
な
ご
り
惜
し
い
け
れ
ど
、
ご
先
祖

さ
ま
は
再
び
あ
ち
ら
の
世
界
に
還
っ
て
い
き
ま
す
。

「
ま
た
、
来
年
も
遊
び
に
来
る
ま
で
元
気
で
ね
ノ
と

ご
先
祖
さ
ま
を
墓
地
の
入
口
ま
で
送
り
に
行
き
、
送

り
火
を
燃
や
す
の
で
す
。
私
の
家
で
は
昭
和
2
5
年
ま

で
は
、
墓
地
の
入
口
で
火
を
燃
や
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
墓
の
移
転
に
よ
り
、
家
の
出
入
口
門
前
で
迎
え

火
、
送
り
火
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

昔
か
ら
「
盆
と
正
月
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
私

た
ち
は
お
盆
を
新
年
と
同
じ
く
、
大
き
な
け
じ
め
と

し
て
き
ま
し
た
。
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